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西濃農林事務所農業普及課 ［技術課長補佐］　矢嶋 雄二さん

　今年度の水稲栽培の期間を振り返ると、4～5月は穏やかな天候
でしたが地域差は大きくありました。
　6月中旬から平年より気温の高い日が続き、7月も続けて気温は高
く局所的な降雨がありました。7月下旬から8月上旬は降雨がなく乾
燥・干ばつ傾向、変わってお盆以降は夕立ちがあり、湿度・気温が高
く推移し、気温が高い日は10月上旬まで続きました。
　その後、日中は11月に入っても真夏日がありましたが、最低気温
は一気に低下しました。
　こうした気候の中、品種別では、「コシヒカリ」では7月末の出穂
までは生育は旺盛で順調でしたが、出穂後の高温による白未熟粒、
8月下旬からの降雨による倒伏やカメムシ類による斑点米の発生な
どにより品質低下もみられました。
　中生品種の「ほしじるし」でも、6月以降の高温のため、例年より
出穂がやや早まる傾向にありました。また「コシヒカリ」同様白未熟
米の発生が多く、収量は例年より少ない傾向でした。
　晩生品種の「ハツシモ」は、普通期植えでは6月中旬以降の高温
のためガス障害による生育抑制やジャンボタニシによる食害もあり
ました。
　長期予報では暖冬傾向といわれていますので、次年度にむけての
ジャンボタニシ対策も検討してください。
　また、中干し期以降の干ばつのため、水が切れたほ場を中心にヒ

レタゴボウの発生が多く見られました。
　近年目立ってきているヒレタゴボウは、一般的に中干しのために
水を切り乾田状態になると発芽・生育がはじまります。
　その姿に気がついたときには既に除草剤の散布適期を過ぎてい
て、中後期除草剤を散布しても効果がないのが現状です。
　中干し直後の早め早めの除草剤散布と可能な範囲での水管理を
心がけるようにしてください。
　病害虫に関しては、斑点米カメムシ類の注意報が8月4日に発表
されており、地域の中で出穂の早いほ場や、山際のほ場ではイネカ
メムシの発生・被害も見られています。また、品種によっては高温の
ため紋枯病も見られました。
　病害虫の発生した地域やほ場では、薬剤の適期防除を行って被
害低減に努めましょう。

　小松菜は周年栽培が可能な野菜ですが、これから冬を迎え低温
期に入ると、春～秋よりも栽培期間が長くなるなどの注意点があり
ます。低温期の管理ポイント（ハウス栽培）について以下に説明しま
す。

1．播種前に土壌水分の確保
　低温期には根の張りが弱まり肥料吸収が鈍くなることが、栽培期
間が長くなる要因と考えられます。また、土壌水分が足りないと、発
芽が遅れる恐れがあります。低温期は1日の発芽遅れが、その後の生
育の1週間の遅れまで拡がるとも言われているようです。
　播種前までに、必要に応じて潅水するなどして、適度な土壌水分
（ほ場の表面の土を取り、その下の土を握った塊が軽くひび割れる
程度）を確保し、発芽・根張り・肥料吸収を促しましょう。

2．播種方法
　発芽や生育を揃えるために、播種間隔は高温期より少し狭く、播
種の深さは高温期よりも少し浅めにしましょう。

3．施肥管理
　※低温期の基肥設計例：
　　有機アグレット825 120㌔/10㌃＋ＬＰコート20 20㌔/10㌃

　低温期は窒素欠乏による障害（黄葉など）が発生しやすいです。
上記の基肥設計例を参考に窒素をしっかり供給しましょう。葉色が
薄くなったと感じたら、追肥で尿素4㌔/10㌃を施用しても良いで
す。

4．病害虫防除
　低温期は、害虫の発生は
少ない傾向ですが、アブラ
ムシ類には注意が必要で
す。アブラムシは葉の裏に
寄生していますので、動噴
などで防除する際はサオに
角度をつけて散布すると、
薬剤が葉の裏に届きやすく
なります（図を参照）。

小松菜

水稲家庭菜園
ジャガイモの種イモを購入して植えましたが、芽が出てきません。なぜでしょうか？

Q A&
Q1

ジャガイモの芽が出てこない原因として、主に以下の３つの要因が考えられます。
①種イモが腐ってしまった。
芽が出ない原因で一番多いのは、植え付け後に高温や過湿の影響で種イモが腐ることです。また、気温の高
い時期は、種イモを切って植え付けると余計に腐りやすくなるので、秋植えの場合は切らずにそのまま植え付
けると良いです。
②植え付け時が発芽適温でなかった。
ジャガイモの発芽適温は15～20℃と言われています。冷涼な気候を好む傾向がありますが、寒すぎると発
芽しませんし、反対に暑すぎても発芽できません。
ジャガイモは、植え付け前に芽出しをすると発芽が揃います。風通し・日当たりの良い涼しい場所で、新聞紙
などの上に種イモを並べ、約2週間（夏場は3週間）芽出しをします。
また、ジャガイモは品種によって種の休眠期間が異なりますので、秋植え栽培には、休眠の短い品種を使用
しましょう。

③植え付ける深さが深すぎた。
あまり深い場所に植えてしまうと光を感じることができず、いつまでたっても発芽することができません。
適切な植え付けの深さは、5～6㌢程度です。

A1

ダイコンの葉が縮んで黄化してしまい、根が太りません。Q2
病害虫の影響を受けている可能性が高いです。
ダイコンがかかりやすい病害にモザイク病があります。病原になるウイルスは、アブラムシによって媒介され
るので、アブラムシを防除することが最も重要です。
アブラムシは体長が1～2㍉ほどの小さな虫で一年を通して発生します。虫食いの穴は開きませんが、葉から
汁を吸うため、葉全体が委縮するような症状が現れます。短期間で急速に増殖することがあるので、こまめ
に葉の裏などを確認するとともに、寒冷紗などによる防虫ネットやシルバーマルチシートなどでアブラムシの
飛来を防ぎましょう。

A2

休眠期間

短い

やや短い

やや長い

長い

春植えにおすすめの品種

インカのめざめ

メークイン、キタアカリ、とうや

男爵、ノーザンルビー

北海こがね、シンシア

秋植えにおすすめの品種

ニシユタカ、デジマ、アンデスレッド

植物(小松菜)と平行状態で散布

サオに角度をつけて散布
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